
   

 前  奏    

 頌  栄      二 九 （ 天 の み 民 も ）  

 主 の 祈 り  

 交 読 詩 編   二 二 編 二 五 ～ 三 二 節 （ 二 四 頁  ）  

 讃 美 歌    一 六 （ わ れ ら の 主 こ そ は ）  

 聖  書    使 徒 言 行 録  一 一 章  

        四 節 ～ 一 八 節 （ 新 二 三 五 頁 ）  

 祈  祷   

 讃 美 歌    三 九 八 （ 光 さ す 朝 ）  

 信 仰 告 白  ( 使 徒 信 条 )   

 説  教   「 神 が そ う な さ る 」   

 祈  祷            村 山 盛 芳 牧 師  

 今 週 の 誕 生 者 の た め の 祈 祷  

 讃 美 歌    四 ○ 四 （ あ ま つ ま し み ず ）     

 献  金    六 五  ―  一  

 派  遣    九 一 （ 神 の 恵 み ゆ た か に 受 け ）  

 祝  祷                                                                    

 後  奏     

 

         …   報  告   …      
 

 高 齢 の 方 や 体 調 が す ぐ れ な い 方 は 、 お 座 り の  

 ま ま で 構 い ま せ ん 。 共 に 礼 拝 し ま し ょ う 。  
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＜年間聖句＞ 

「それから、イエスは言われた。『全世界に行っ

て、すべての造られたものに、福音を宣べ伝え

なさい』」(マルコによる福音書１６章１５節) 

＜年主題＞ 

一人がひとりを教会へ 

先週の説教より 

「福音を告げ知らせる」 

使徒言行録８章26節～38節 

 私たちが宣教を考える時、少しでも多くの人に

伝わるように、と願い祈ります。しかし、条件が

整わなければ、福音は伝わらないのでしょうか。

２６節の「寂しい道である」と訳されている箇所

の原文は、「荒野であった」です。当時、ガザは

海沿いに新しい町が立てられ、古い町はさびれて

いました。その場所で、フィリポはエチオピア女

王の財政顧問をしていた宦官と出会います。初め

て、ユダヤ人以外の異邦人がキリスト者になりま

した。人間的に見れば荒野では何の収穫も期待で

きません。しかし、神はこのエチオピア人に福音

を伝えるためにフィリポを召し、荒野に遣わされ

ました。神の思いは人の思いを超えています。 

 異邦人も改宗して割礼を受ければユダヤ教徒に

なることが出来ますが、彼は不可能でした。宦官

として去勢されており、割礼を受けることが出来

なかったのです。男性機能の喪失と引き換えに高

い地位に就いたのです。しかし今は宦官ゆえに、

主の会衆に加わることができず、救いから除外す

ると拒絶されています。彼はエルサレム神殿に参

拝しましたが、宦官ゆえに聖所に参ることは出来

ませんでした。無割礼の者は、神殿の中庭に入る

ことは許されなかったのです。望みが絶たれてい

るように見えた彼は、イザヤ書の中に一筋の光を

見ました。 

 イザヤ５５章は歌います「雨も雪も、ひとたび

天から降れば、むなしく天に戻ることはない。そ

れは大地を潤し、芽を出させ、生い茂らせ、種蒔

く人には種を与え、食べる人には糧を与える。そ

のように、わたしの口から出るわたしの言葉も、

むなしくは、わたしのもとに戻らない。それはわ

たしの望むことを成し遂げ、わたしが与えた使命

を必ず果たす」。この言葉を私たちは体験したゆ

えに信じることが出来ます。私たちはどのように

道が閉ざされているところも、「神共にいました

もう」と信じる信仰が与えられています。この恵

みに感謝します。         (村山盛芳牧


